






















研究目的

　今日、小児保健現場において、児童虐待に関する対応の必要性は非常に高まってきてい

る。児童虐待は、保健領域のみでは不十分であり、医療・福祉・司法・心理等の領域が深

く関連する問題で、他領域との幅の広い連携が不可欠である。さらに、発生してからの解

決も大きい問題であるが、発生予防の重要性はより大きいことはいうまでもない。母子の

心の健康づくりの視点からにも、虐待予防も含む広範囲な育児支援体制の確立が早急に望

まれる。そのために、それぞれの地域において広い視野をもって保健指導、育児支援が出

来る担当者の存在が必要となる。特に、児童虐待に関連した担当者は、今日、十分に育成

されているとは限らず、直接指導等を担当するものに加え、地域内において直接の担当者

を指導する人材の育成も欠くことができない。その観点から、地域での適切な人材の育成

を目的とした研修のあり方を検討する。


